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謡
解
決
金
柵
万
で
和
解
Ｊ

（
搬
意
Ｊ

急
性
救
男
‐
Ⅱ
奈
良
の
消
防
組
合
「
改
善
」
も
約
束
〆

誓
極
難
垂
嘉
董
今
誕
』
董
い
堕
昂
残
っ
た
こ
と
に
た
が
、
救
急
隊
員
は
塞
樫

た
め
、
治
療
が
遅
墾
識
不
催
震
憾
の
富
を
琴
ソ
こ
と
が
な
い
と
判
麺
一
峯
置
へ

明
に
な
っ
た
と
し
て
、
志
質
黄
美
佳
崖
り
込
ん
だ
。
こ
の
年
の
８
月
に
奈
良
県
の

県
大
淀
町
の
男
性
（
船
）
と
両
雲
性
側
の
《
護
憲
「
救
妊
婦
が
複
業
〕
湧
腔
受
け

親
が
中
和
広
域
消
防
組
含
魯
菖
，
怠
曝
。
あ
る
が
、
示
念
を
拒
董
ご
れ
ふ
そ
の
後

（
層
震
屋
叩
）
に
塗
巨
賠
錘
夢
ス
テ
ム
房
の
不
備
死
亡
し
た
事
例
を
挙
げ
て

償
を
求
唆
拳
談
は
昌
ま
に
メ
ス
を
公
差
け
経
ぃ
羅
誉
て
く
磐
沿
か
」

で
に
、
鎧
器
篇
識
解
決
け
な
い
問
電
和
解
を
き
っ
と
詰
め
寄
っ
た
が
、
聞
き
入

金
８
千
万
円
を
支
必
っ
こ
と
か
け
に
改
善
に
課
縮
ん
で
狸
つ
製
綜
っ
た
Ｐ

な
ど
で
大
阪
高
裁
で
和
解
が
低
〕
い
」
と
雷
て
い
る
．
帰
宅
後
、
同
日
朝
に
家
族

成
立
し
た
。
重
雷
塗
壱
へ
何
一
審
奈
良
地
熱
漠
に
よ
が
異
変
に
気
付
き
、
男
性
は

の
聖
廼
で
分
か
っ
た
ｐ
－
る
と
、
男
篤
冒
０
０
６
年
編
院
八
搬
送
さ
れ
た
が
、
獣

想
喜
月
別
日
付
。
関
ｎ
月
賜
皇
萌
列
費
県
警
睡
慈
で
謹
傷
急
性
硬

係
者
に
よ
る
と
へ
和
解
条
項
橿
屡
害
の
謎
篭
内
貢
顔
や
膜
下
血
腫
と
診
逝
易
た
。

で
持
溝
堕
器
側
芸
憂
垂
態
』
血
が
角
髪
峰
態
で
意
識
は
言
回
復
〕
て
い
な

患
者
の
適
切
な
搬
送
に
息
し
保
毒
ご
塾
峰
。
Ｊ
Ｊ
Ｆ
示
と
い
う
●
昨
年
４
月
の
一
“

て
な
お
一
層
努
力
す
る
」
と
突
然
吐
い
た
り
へ
問
い
掛
審
判
決
は
、
１
億
ｓ
千
万
円

改
善
を
璽
稲
罵
蔵
庭
万
に
信
稔
堤
獄
星
噛
山
一
ゆ
支
払
い
套
晒
定
い
た
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